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編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 

                                                                               
受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 
104-72 高等学校 外国語 英語コミュニケーションⅢ  
発行者の 
番号・略称 

教科書の 
記号・番号 

教 科 書 名 

177 増進堂 CⅢ 717 FLEX ENGLISH COMMUNICATION Ⅲ 

 

１．編修の基本方針 

本教科書は，教育基本法の目的と理念に則り，かつ英語コミュニケーションⅢで示される目標に向

けて，以下の３点を編修の基本方針とした。 

 

1. 4 技能（5 領域）を有機的・複合的に設けた多様な言語活動 

英語コミュニケーションⅠ，Ⅱで培ってきた「聞く」「読む」「話す（やり取り・発表）」「書く」

技能を内容に応じてバランスよく配置しています。同時に，意見や主張，根拠や理由などを理解し

たり，あるいは表現したり，伝え合ったりする場面を取り入れることで，複数の技能を結び付けた

統合的な言語学習を設けています。 

 

2. 幅広いジャンルに富んだ題材，かつ，さまざまな立場を踏まえた内容 

 多様な社会を生きていく生徒にとって，英語を学習していくと同時に，人間として個性や生き方

を尊重し合うことや，社会的，文化的側面から国際理解も高められるように，異なる種類の題材を

用意しています。また一つの題材でも賛成や反対の両者の立場，長所や短所の利点と問題点を挙げ

るなど，議論する活動や自身の考えを伝える活動を通して，多面的かつ多角的に学習できるように

しています。 

 

3. 知識・技能の習得→思考・判断・表現の育成→主体的に，学びに向かう力を育む一冊 

 知識・理解だけにとどまらず，学習を通して身につけた技能の習得，定着を図り，考え表現する力

を伸ばすように，段階的に学習できるようにしています。またそうした学習の継続から，英語への

興味や関心を高め，自ら学習に取り組む姿勢を育められるように工夫を凝らしています。 

 

２．対照表 
図書の構成 

・内容 

特に意を用いた点や特色 該当箇所 

Skill 1 1 スポーツで勝利するためには，「ゾーン」に入るという

ことが重要とされている。ゾーンに入ることでどのような

状態になるのか，またどのようにすれば，そのゾーンに入

ることができるのか，その心理状態について追求していく

思考を育成します。（第 1 号） 

2 食料不足への解決が国の発展につながると考えられてい

る一方で，解決すべき課題が多くあります。そのような社

会情勢や国際的な視野を踏まえて，どのような解決策が考

えられるか，深く考える態度を養います。（第 3, 5 号） 

7 頁 

Skill 2 廃棄されたものを再利用し，楽器として使用しているパラ

グアイのカテウラリサイクル楽団について学びます。その

ような廃棄物を利用した楽器を作るに至った背景や，その

楽団の演奏がどのような影響を与えたのか，彼らの意義や

国際社会に与えている影響について理解を深めます。（第 2, 

5 号） 

9 頁 
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Skill 3 自然や生態系は人間によって破壊されているといっても過

言ではないです。そうした状態を回復させようと「再野生

化」という取り組みが進められています。その再野生化を

もとにどのような利点や問題点があるのか，自然の重要性

を学習し，今後の環境に対する視野を育みます。（第 4 号） 

11 頁 

Skill 4 ファッション産業は製造上，環境に危害を与えることで問

題視されています。近年では「サステナブルファッショ

ン」という生産から着用，廃棄に至るまでのプロセスを考

慮した取り組みが広まってきています。そうした社会情勢

や環境への取り組みについて，自ら調査して学習していけ

るように促します。（第 4, 5 号） 

13 頁 

Skill 5 「フードドライブ」とは，食品をそのまま廃棄するのでは

なく，廃棄する前に必要としているひとたちに渡すこと

で，食品ロス改善につなげるという取り組みです。そうし

た取り組みをもとに，食品ロスに関わる社会問題について

理解を深めます。（第 3, 4 号） 

15 頁 

Skill 6 道路で見かける「止まれ」という標識は，錯視を応用した

ものです。錯視にはあらゆる種類があり，それらは実生活

でも応用されています。どのような錯視が日常にあるの

か，またその錯視はどのように活かされているのか，私た

ちの暮らしと錯視の関連について理解を深めます。（第 1, 

3） 

17 頁 

Lesson 1 
 

目の錯覚として知られる「錯視」について，物の捉え方，見
え方を工夫した「錯視サイン」や「3D 横断歩道」など，そ
れぞれの地域や文化をもとにした取り組みについて，多角的
に物事を見て，どのような特徴や効果があるのかを考えてい
きます。（第 5 号） 

20-23 頁 

Skill 7 日本の在留外国人の増減に関するレポートをもとに，どのよ
うな原因で増加や減少が起きているのかを理解し，私たちの
社会に取り巻く状況の変化などの理解を深めます。（第 5 号） 

31 頁 

Lesson 2 
 

人口がどのようにして増加してきたのか，また今後増加する
ことによる懸念など，歴史的背景を交えながら，どのように
して対応や解決策を見出すのか，より幅広い知識と教養を身
につけていきます。（第 1 号） 

34-37 頁 

Skill 8-9 1 私たちの暮らしにはテクノロジーが欠かせないものとな
っており，そのテクノロジーの恩恵がどのような場面で影響
しているのか，幅広い視野を身に付けられるような態度を養
います。（第 1 号） 
2 ソーシャルメディアの普及に伴い，情報の受け取り方が
大きく変わりました。ただそうした情報には，誹謗中傷や偏
見なく人を扇動するようなものもあり，情報を扱う際は，
個々の意見を尊重していくことを大切にし，自主及び自律の
精神を養います。（第 2, 3 号） 

45 頁 

Lesson 3 
 

私たちが音楽を好きになる理由や，ある音楽がヒットする理

由には，他者や外部からの評価によって大きく起因している

という研究の背景をもとに，個々人の価値や考え方を尊重す

る態度を養います。（第 2 号） 

48-51 頁 

Skill 10 桜に関する日本とワシントンの話から植物を尊び，自然や 

環境について深く考えさせる態度を養います。（第 4, 5 号） 

59 頁 

Lesson 4 
 

当時の日本政府の命令に背いてまでも，人々を助けるために

最後までビザを発行し続けた杉原千畝氏の勇気ある行動が，

多くの人々を救ったというエピソードを通して，信念を貫

き，他人のために勇気をもって行動することの大切さを学び

ます。（第 3, 5 号） 

62-65 頁 
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Skill 11 1 フェアトレードを行う際の基準について，どのような基

準が必要とされているのか，その規則について深く学んでい

きます。（第 1 号） 

2 ある種の蝶は，生物の中でも珍しく移住する特性を持っ

ています。その特性にはどのような理由があるのか，生物の

特長について理解を深めさせたい。（第 4 号） 

73 頁 

Lesson 5 
 

蝶の持つ驚くべき生態について学習し，生命の持つ力強さや

どのようにして進化してきたのかなど，動植物や環境への理

解を深めていきます。（第 4 号） 

76-79 頁 

Skill 12 3 モン族と呼ばれる部族は，その部族の文化や周りの自然

などをモチーフにした柄の衣装を身に付けています。少数民

族ならではの伝統や文化などに触れ，国際観を育みます。（第

5 号） 

87 頁 

Lesson 6 
 

江戸時代の画家である伊藤若冲氏の絵画が現代になって人

気となった背景について，歴史的な絵画をもとに，社会全体

へ寄与したという内容から，伝統や文化を尊重する精神を育

みます。（第 5 号） 

90-93 頁 

Skill 13 1 言語学習において，若い世代の方が習得しやすく，また発

音についても若い学習者の方が有利であるとされる。そうし

た意見から個々の価値や能力の違いを尊重し合う，理解する

態度を育てていきます。（第 2 号） 

2 スウェーデンのとあるモールでは，リサイクル，リユー

ス，アップサイクルされた商品を売り出しており，そうした

取り組みが国に対してどのような影響を及ぼしているのか，

社会的側面と国際的な側面の両面を踏まえて，理解を深めて

いきます。（第 3, 5 号） 

101 頁 

Lesson 7 
 

製品量が増大した現代社会では，大量生産・大量消費の速度

が増してきており，環境問題の原因となっています。そうし

た問題への解決の糸口として，江戸時代の考えを参考に，こ

れからの社会への発展を寄与する態度を育成します。（第 3

号） 

104-107 頁 

Skill 14 1 気候変動における問題を訴えたある人物がいますが，そ

の訴えた内容に偽りがあるいうことで問題となりました。嘘

の情報についてどのように受け止めるのか，個々の考えを尊

重しながら，考えを深めていきます。（第 2, 4 号） 

115 頁 

Lesson 8 
 

人がなぜ嘘をつくのか，嘘をつくメカニズムについて，いく

つかの研究を踏まえてその理由を紐解いていきます。嘘をつ

く人間の心理や嘘をつかれた側の心理について理解を促し

ます。（第 2 号） 

118-121 頁 

Skill 15 1 日よけや住居にも使える木は，人間にとっても他の動物に

とっても，有益なものです。そうした当たり前の自然を大切

にしていく態度を養い，自然を大切にする精神を学びます。

（第 4 号） 

2 「動物福祉」という考えは，近年高まってきており，単に

餌を与えることだけでなく，なるべく野生環境に近い状態に

なるような広さも求められます。動物の生き方を尊重してい

く態度を育成し，生命の尊さを学びます。（第 4 号） 

129 頁 

Lesson 9 
 

動物の保全やその生態の研究などを主とした動物園につい

て賛成派と反対派の両者の立場を踏まえ，生命を尊び，生き

物や自然を大切にしていく態度を育成します。（第 4 号） 

132-135 頁 

Skill 16 1 街中の空気を改善させるための方法として，さまざまな

策が考えられる。どのような方法が思いつくか，環境改善に

143 頁 
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対する理解を深めます。（第 3, 4 号） 

2 養殖の方法にはいくつかの種類があります。海上様式や

陸上様式などさまざまな方法はあるものの，それぞれに長所

と短所があります。どのような点が挙げられるのか，生物の

保全に対する意識を高めます。（第 4 号） 

Lesson 10 
 

クロマグロの完全養殖に成功した近畿大学の研究の裏側に

あるたゆまぬ日々の研究努力や，魚の養育に対する情熱を

通し，生き物の生命を尊ぶ態度を育成します。 

（第 2, ４号） 

146-149 頁 

Skill 17-18 1 困難な状況に置かれても，信念を貫き通すことの大切さ

をスティーブ・ジョブズの生き方を通して深く考えていき

ます。（第 1 号） 

2 世界種子貯蔵庫は，あらゆる植物の種子が保存されてお

り，あらゆる危機的な日に耐えうるように，終末の日に備え

たとされています。人類の存亡を踏まえて，そうした取り組

みについて考えを深めていきます。（第 2, 4 号） 

157 頁 

Lesson 11 
 

今日の人間に至るまでの成長過程を振り返り，人間がどの

ように地球上の中で優位な立場になり得たのか，進化の過

程を通して，社会の形成とその発展に寄与する姿勢や真理

を求める態度を育みます。（第 1, 3 号） 

160-163 頁 

 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

①昨今，重要視される課題を題材にした点 

観 点 特 色 

1 SDGs に関連した社会問

題や環境問題 

◆世界各地で起きている社会，環境などの諸問題に対して，どのよう

に対応，解決していくべきかを考えさせるような題材を選定しまし

た。持続可能な社会や自然の実現を目指して，学習に意欲的に取り組

められる内容を設定しています。 

2 人権や考えの多様性を 

挙げた内容 

◆「杉原千畝（Lesson 4）」や「ヘレン・ケラー（Optional Reading）」

など，人権に関する内容や障害をもった人物の生き様など，生徒が今

後も考えていくべき内容を提示し，これからの社会に向けて，人間力

を高めていけるような題材を選定しています。 

3 伝統や歴史などの文化的

価値 

◆上記題材以外に，歴史や伝統，文化，芸術に関わる内容も紹介し，

自国，他国との違いを受け入れ，それぞれの国の良さに気づき，さら

なる視野を広げられるように理解を促しています。 
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②主体的に学習に取り組められるような特色 

観 点 観 点 

1 Skillと Lessonの内容の連

動性 

◆各 Skill ページでは，リーディングだけでなくライティングやスピ

ーキングに使用できる要素を提示しています。その提示された要素

は，各 Lesson の英文中や活動内でも使用されており，１度学習した

内容を繰り返し使用させるように促すことで，定着につなげられるよ

うにしています。 

2 多岐にわたる発信，記述

形式の活動問題 

◆各 Skill ページで提示している題材は，後続の Lesson の内容と関連

した題材を取り上げています。Skill ページの題材を理解することで，

スキーマの活性化につながり，各 Lesson の内容がより理解しやすく

なります。 

◆各 Skill, Lesson では与えられた題材をもとに，ペアでのやり取りや

クラス内での発表，あるいは題材に対しての自身の意見を記述するな

ど，多岐にわたる活動を用意しています。 

◆各活動問題でも，与えられた題材の反対派の意見など，さまざまな

視点の内容を与えることで，生徒の知識がより深まり，ペアやグルー

プ活動，英文を記述していく際に，異なる角度から物事を捉えること

で思考力や判断力，表現力が深まっていきます。 

◆これらの提示された題材や多岐わたる活動を通して，継続して学習

に向かう力を育ませ，自己調整を行いながら主体的に取り組む態度を

育成していきます。 

 

③生徒の学習を促す配慮 

観 点 特 色 

1 生徒が学習しやすくなる

ような工夫 

◆本書の文字色や指示文について，弱視の生徒などに広く対応できる

ように黒色の文字で基本示し，また指示文はどのような問題に取り組

むべきかを理解するために，ゴシック系の文字を使用しています。 

◆随所に題材に関連する写真や挿絵を配置することで，生徒の理解を

促しています。 

◆各 Lesson に設けられている Topic Task, Final Task のページでは，

教員の進行や生徒の活動をサポートできるように，ある一定の例を示

しています。 

2  生徒の個人学習を促す

取り組み 

◆本文に記した二次元コードを各種機器で読み取ることにより，各

Skill ページ，後続の Lesson の英文，新出語の音声を聞けるため，生

徒の好きなタイミングで学習することができます。 
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編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 
104-72 高等学校 外国語 英語コミュニケーションⅢ  
発行者の 
番号・略称 

教科書の 
記号・番号 

教 科 書 名 

177 増進堂 CⅢ 717 FLEX ENGLISH COMMUNICATION Ⅲ 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

 

特色１ Skillから Lessonへ―基礎となる情報から英文へ 

Skill では 4 技能に応用できる基礎的な情報を網羅できるように，各 Skill で学ぶ項目は，英文中に適

宜盛り込んでいます。 

Skill で学習したことを即座に使用・確認できるように，後続の Lesson の英文や問い，さらには Topic 

Task, Final Task といったページまで連動して Skill の内容を使用しています。学習した Skill の内容をよ

り継続して言語使用することで，さらなる定着を図ります。 

 

特色２ 4 技能（5 領域）をバランスよく配置 

     ―学習した知識・技能から思考・判断・表現の応用へ 

Skill, Lesson では提示された英文から内容理解，そしてやり取りやライティングなどの活動へつなげ

ていきます。 

また，随所にあらゆる技能を使用する場面を設けており，１つの技能だけに限らず，複数の技能を用

いた問いも用意しています。聞き取った，あるいは読み取った情報から得た知識や技能を踏まえ，ペア

やグループでの意見交換や発表，自身の意見を記述するライティングなど，意図的に複数の技能を用い

ることで，思考・判断・表現を用いるようにしています。 

 

  

スキルで学習すべき項目を挙げています。

ここでは「例示」が項目となります。 

学習した内容を Lesson

内でも使用 

→繰り返し使用すること

で定着を図ります。 

読解問題でも Skill で学

習した内容をもとに設問

作成しています。 

「例示」の場合，自身の主

張を具体的な例を用いて

述べるようにしています。 

具体例を挙げて自身の主

張を明確できるようにし

ています。 
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特色３ 段階的に学習できる構成―学びに向かう力を後押し 

本書では，上記で示したように，題材のバリエーションだけでなく，各技能を適宜配置し，かつ複合

的に技能を用いる問いも設けています。 

一方で，単に扱うべき技能を設けただけでは，実際に問題や活動に取り組む生徒にとっては難しく感

じる部分もあります。適切なインプットを欠いて，唐突に「～について話し合いなさい」や「～につい

て自身の意見を書きなさい」といった問いだけでは，負荷が重く，かえって生徒の学習に向かう姿勢を

損ねる可能性もあります。そうした懸念事項を避けるために本書では，インプットからアウトプットへ
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と段階的に学習できる作りを踏襲することで，学習した知識を用いながら順番に取り組むことができま

す。またその段階的な学びで，生徒がどこでつまずいているのか，生徒自身が顧みることができ，主体

的に学習に向かう姿勢を意識づけることができます。 

❶ 

      

 

 

 

 

 

❷ 

 

 

 

 

 

❸ 

 

 

 

 

 

❹ 

 

 

 

 

 

 

❺  

・本文に関連した音声の聞き 

取り 

・音声内容をもとにした理解 

問題 

●スキーマの活性化 

●Lesson への導入 

・本文では議論しやすい 

トピックを選定 

（例）動物園の保全について 

の賛成派の意見等 

●知識・技能の習得 

●本文内容へのアプ

ローチ 

・本文内容をパラグラフごとに 

概要を図形式で整理 

・主題を問う問題や Skill に基づ 

いた連動型の問題を用意 

●思考・判断・表現を

用いた応用問題 

・段階的なアウトプット活動 

（例） 

❶リスニングによる動物園の現状 

を把握 

❷動物園の賛成，反対意見のニュース 

を聞く，聞いた内容を整理 

❸❷の内容をもとにグループで議論 

●さらなる思考・判

断・表現の活用 

●主体的に学習に向

かう力を養う 

・学んだ知識をさらに応用 

（例） 

❶動物の自由が制限されている動

物をリストアップ 

❷❶で挙げた動物の実情を調査， 

共有 

❸❷で共有した情報をクラス全体

に発表 

●学習を通して得た

内容を最大限に活用 

●複数の技能を用い

た問題への取り組み 
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２．対照表 

図書の構成・内容 

学習指導要領の内容 

該当箇所 
配当 

時数 2 内容 
3 内容の 

取扱い 

Skill 1, Use the Skills 

(1)ア,イ,ウ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ 

②ア (イ ),イ (ア ) 

(イ) (ウ) (エ) (オ) 

(1) (2) 

6-7 

1 

Skill 2, Use the Skills (1)ア,イ,ウ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ 

②ア(ア), イ(ア) 

(イ) (ウ) (エ) (オ) 

(1) (2) 

8-9 

1 

Skill 3, Use the Skills (1)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ 
(1) (2) 10-11 1 

Skill 4, Use the Skills (1)ア,イ,ウ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ,

カ 

②ア(ア) (イ), イ

(ア) (イ) (ウ) (エ) 

(オ) 

(1) (2) 12-13 1 

Skill 5, Use the Skills (1)ア,イ,ウ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ 

②ア(ア) (ウ), イ

(ア) (イ) (ウ) (エ) 

(オ) 

(1) (2) 14-15 1 

Skill 6, Use the Skills (1)ア,イ,ウ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,オ,

カ 

②ア (ア ) (イ ),イ

(ア) (イ) (ウ) (エ) 

(1) (2) 16-17 2 

Lesson 1 Before Reading 
         Questions 

         W, E, G 

         Overview 
         Comprehension 
         Topic Task 
         Final Task 
 Rapid Reading TRUE OR FALSE 

(1)ア,イ,ウ,エ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ,

オ 

②ア(ア) (イ) ,イ

(ア) (イ) (ウ) (エ) 

(オ) 

(1) (2) 

18-19 
20-23 
 
24 
25 
26 
27 
28-29 

7 

Skill 7, Use the Skills 

(1)ア,イ,ウ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ 

②ア(ア) (イ) ,イ

(ア) (イ) (ウ) (エ) 

(1) (2) 30-31 1 

Lesson 2 Before Reading 
         Questions 

         W, E, G 

         Overview 
         Comprehension 
         Topic Task 
         Final Task 
 Rapid Reading TRUE OR FALSE 

(1)ア,イ,ウ,エ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ,

オ 

②ア(ア) (イ) ,イ

(ア) (イ) (ウ) (エ) 

(オ) 

(1) (2) 

32-33 
34-37 
 
38 
39 
40 
41 
42-43 

7 

Skill 8-9, Use the Skills 
(1)ア,イ,ウ 

(2)ア,イ,ウ 
(1) (2) 44-45 1 
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(3)①ア,イ,ウ,エ 

②ア(ア) (イ) ,イ

(ア) (イ) (ウ) (エ) 

(オ) 

Lesson 3 Before Reading 
         Questions 

         W, E, G 

         Overview 
         Comprehension 
         Topic Task 
         Final Task 
 Rapid Reading TRUE OR FALSE 

(1)ア,イ,ウ,エ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ,

オ 

②ア ( ア ) ( イ ) 

(ウ) ,イ(ア) (イ) 

(ウ) (エ) (オ) 

(1) (2) 

46-47 
48-51 
 
52 
53 
54 
55 
56-57 

7 

Skill 10, Use the Skills 

(1)ア,イ,ウ,エ 

(2)ア,イ 

(3)①ア,イ,ウ,カ 

②ア (ア )(イ ) ,イ

(ア) (イ) (ウ) (エ) 

(1) (2) 58-59 1 

Lesson 4 Before Reading 
         Questions 

         W, E, G 

         Overview 
         Comprehension 
         Topic Task 
         Final Task 
 Rapid Reading TRUE OR FALSE 

(1)ア,イ,ウ,エ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ,

オ 

②ア ( ア ) ( イ ) 

(ウ) ,イ(ア) (イ) 

(ウ) (エ) (オ) 

(1) (2) 

60-61 
62-65 
 
66 
67 
68 
69 
70-71 

7 

Skill 11, Use the Skills 

(1)ア,イ,ウ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ,

カ 

②ア(ア) (イ) ,イ

(ア) (イ) (ウ) (エ) 

(オ) 

(1) (2) 72-73 1 

Lesson 5 Before Reading 
         Questions 

         W, E, G 

         Overview 
         Comprehension 
         Topic Task 
         Final Task 
 Rapid Reading TRUE OR FALSE 

(1)ア,イ,ウ,エ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ,

オ,カ 

②ア ( ア ) ( イ ) 

(ウ) ,イ(ア) (イ) 

(ウ) (エ) (オ) 

(1) (2) 

74-75 
76-79 
 
80 
81 
82 
83 
84-85 

7 

Skill 12, Use the Skills 

(1)ア,イ,ウ,エ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ 

②ア(ア) (イ) ,イ

(ア) (イ) (ウ) (エ) 

(オ) 

(1) (2) 86-87 1 

Lesson 6 Before Reading 
         Questions 

         W, E, G 

         Overview 
         Comprehension 
         Topic Task 
         Final Task 
 Rapid Reading TRUE OR FALSE 

(1)ア,イ,ウ,エ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ,

オ,カ 

②ア(ア) (イ) ,イ

(ア) (イ) (ウ) (エ) 

(オ) 

(1) (2) 

88-89 
90-93 
 
94 
95 
96 
97 
98-99 

7 

Skill 13, Use the Skills 

(1)ア,イ,ウ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ 

②ア ( ア ) ( イ ) 

(ウ) ,イ(ア) (イ) 

(1) (2) 100-101 1 
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(ウ) (エ) (オ) 

Lesson 7 Before Reading 
         Questions 

         W, E, G 

         Overview 
         Comprehension 
         Topic Task 
         Final Task 
 Rapid Reading TRUE OR FALSE 

(1)ア,イ,ウ,エ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ,

オ,カ 

②ア ( ア ) ( イ ) 

(ウ) ,イ(ア) (イ) 

(ウ) (エ) (オ) 

(1) (2) 

102-103 
104-107 
 
108 
109 
110 
111 
112-113 

7 

Skill 14, Use the Skills 

(1)ア,イ,ウ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,オ,

カ 

②ア(ア) (イ) ,イ

(ア) (イ) (ウ) (エ) 

(オ) 

(1) (2) 114-115 1 

Lesson 8 Before Reading 
         Questions 

         W, E, G 

         Overview 
         Comprehension 
         Topic Task 
         Final Task 
 Rapid Reading TRUE OR FALSE 

(1)ア,イ,ウ,エ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ,

オ,カ 

②ア ( ア ) ( イ ) 

(ウ) ,イ(ア) (イ) 

(ウ) (エ) (オ) 

(1) (2) 

116-117 
118-121 
 
122 
123 
124 
125 
126-127 

7 

Skill 15, Use the Skills 

(1)ア,イ,ウ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ 

②ア(ア) (イ) ,イ

(ア) (イ) (ウ) (エ) 

(オ) 

(1) (2) 128-129 1 

Lesson 9 Before Reading 
         Questions 

         W, E, G 

         Overview 
         Comprehension 
         Topic Task 
         Final Task 
 Rapid Reading TRUE OR FALSE 

(1)ア,イ,ウ,エ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ,

オ 

②ア(ア) (イ) ,イ

(ア) (イ) (ウ) (エ) 

(オ) 

(1) (2) 

130-131 
132-135 
 
136 
137 
138 
139 
140-141 

7 

Skill 16, Use the Skills 

(1)ア,イ,ウ,エ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ,

カ 

②ア ( ア ) ( イ ) 

(ウ) ,イ(ア) (イ) 

(ウ) (エ) (オ) 

(1) (2) 142-143 1 

Lesson 10 Before Reading 
          Questions 

          W, E, G 

          Overview 
          Comprehension 
          Topic Task 
          Final Task 
 Rapid Reading TRUE OR FALSE 

(1)ア,イ,ウ,エ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ,

オ,カ 

②ア(ア) (イ) ,イ

(ア) (イ) (ウ) (エ) 

(オ) 

(1) (2) 

144-145 
146-149 
 
150 
151 
152 
153 
154-155 

7 

Skill 17-18, Use the Skills 
(1)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ 
(1) (2) 156-157 1 

Lesson 11 Before Reading 
          Questions 

          W, E, G 

          Overview 

(1)ア,イ,ウ,エ 

(2)ア,イ,ウ 

(3)①ア,イ,ウ,エ,

オ 

(1) (2) 

158-159 
160-163 
 
164 

7 
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          Comprehension 
          Topic Task 
          Final Task 
 Rapid Reading TRUE OR FALSE 

②ア ( ア ) ( イ ) 

(ウ) ,イ(ア) (イ) 

(ウ) (エ) (オ) 

165 
166 
167 
168-169 

Optional Reading, W 

(1)ア,イ,ウ 

(3)①ア,ウ,エ,オ,

カ 

(1) (2) 170-173 3 

  計 96 
 ※は各学校で弾力的運営を想定している。 

 


